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出席者10名
４．議事概要　　　
４－１．第３回メッセージング基盤タスクフォース議事録確認　　
・第３回メッセージング基盤タスクフォース議事録（MSG 2012-4-02）の内容を確認した。

４－２．AFACT技術手法委員会報告
・2012年11月19日の週にイラン テヘランにおいて開催された第30回AFACT会議におけるAFACT技術手法委員会TMCの会議の概要を、資料（MSG2012-4-03）により事務局が報告した。

・同資料「I．国連CEFACT活動のTMC関係事項」の(4)“Trusted Exchange of Trade Documents”に関するプロジェクトの提案書（目的＝ 法制度や組織、技術が異なるコミュニティ間での電子データ伝送に適用する、データ伝送インフラに亙る信頼性の確立に関する勧告とガイドラインの作成）を、参考資料(３)により事務局が紹介した。
・同プロジェクトは、CIS諸国を代表する形のロシアが提案しフランスなどが参画して来ており、EDIメッセージング基盤に関わる事項である旨説明がなされた。　
・同プロジェクトに関し、「日本にも関わって来るものであり、行政側関係事項のため総務省等の参画が適切ではないか。日本ではPKIが確立しており、GPKI関係事項と言えよう。」との意見があった。→ 官庁事項であれば、(財)日本貿易関係手続簡易化協会JASTPROに同プロジェクト参画への道を打診する等の方法模索も可能。
・参考資料(２)韓国のICT主管省Ministry of Knowledge Economyによる“E-Document Regulations and Businesses in South Korea”の＃(シャープ)メールを事務局が紹介した。　

・同概念については、「日本の書留郵便のメール版のようなもので、ニーズが高いとは考え難い。通常、当事者同士は相互信頼性の上に立ち、主要点に関しては契約書等に規定を設け問題の発生を防止している。」との意見があった。　
・資料の「II．アジアにおけるCCLの利活用」に関し事務局が概要を報告し、付属書２の図の説明を行った。
・資料の「III．SOA相互運用性フレームワーク」に関し、付属書３の韓国提案の要点とその設計ガイド（MSG2012-4-04）を事務局が概略説明し、同提案に対し求められている日本の対応につき、意見を要請した。
・当提案につき、委員より次の意見が出された。

· 日本の省庁は会計法に基づき、その範囲内のデータの共通化は行っていると言える。
· 省別にSOAは作ったが、サービスコンポーネントライブラリーはできていない。　
· 個別性が強く、アーキテクチャのリユースは困難。　
· 電子入札の場合も都度のカスタマイズを行う必要があり、実際にそうしている。
・上記の意見に基づき、同件に関し事務局は、以下をTMC（韓国）に回答する。 ：　
①韓国の提案に反対はしない。②AFACTサービスコンポーネントライブラリーの実現性には疑問がある。③当面、当件に参加希望の日本企業は無い。④韓国の実装の状況を見ることとしたい。　
４－３．メッセージング基盤タスクフォース活動計画
・当タスクフォース第３回会議後、11月28日に開催したTF運営委員会で検討の「全体会（11／６）で出た意見」につき、資料（MSG 2012-4-05-3）によりリーダーが説明を行った。

・11月28日のTF運営委員会における検討を経て整理した「当TF 活動計画」を資料（MSG 2012-4-05-2）により事項別にリーダーが説明し､参考資料(１)（ASP間の接続の仕方に関する検討の際に参照可能な、既存例におけるASP間接続のガイドラインと目次等）の紹介も行った。

・2012年度フレームワーク作りの一つに、「ガイドの作り方」も挙げ得る。→　どこで誰が使うかが定まらないとガイドの内容が定まらないのではとの懸念はある。
・任意にリーダーが複数のヒアリング調査を行った範囲では、国内企業に国際EDIのニーズが明らかになって来ない (GXS等の既存サービスプロバイダー活用のケースは数社規模の大企業に限られる) ことが判り、当TF 活動推進の動機付け等に障害になるのではとの懸念表明があった。　
・事務局より、中部経済局への報告書の抜粋が紹介された。
· 　国境を越えた国際EDIは、主に大企業間の国際取引が主流となっており、限定された国際EDIサービス事業者（例えば海外大手ＶＡＮ業者）の独壇場である。

· 　日本国内の中小企業が海外取引先との情報交換を行う場合においては、商社または取引先系列の国内大手企業を経由することが多い。
· 　日本国内の企業グループの中で、グループウェア等による企業間情報共有を行っているようなケースでは、その延長で海外進出グループ企業とクラウド上で情報共有をすることが可能である。
· 　現地における取引関係は進出先現地に閉じられており（現地調達、現地生産、現地販売）、取引先は日本国内で取引実績のある日系企業が大半である。よって、現地企業におけるニーズは、現地取引における情報化支援が主体となることが考えられる。

· 　現地ヒアリングによれば、インターネットへのアクセス・スピードが遅く、クラウド活用や国際ネットワーク利用を阻害する原因となっている。

・コンピュータ間（人の介在無し）のデータ交換処理の有無でメッセージング基盤検討の判定の基準とするということでなく、国際EDIの入口に立つことになる当事者に参考となるメッセージング基盤を当ＴＦ活動により示すと考えることも良いのではないか。 →  この点は、国際連携タスクフォースの課題に関連する事項となる。　
・当TFとしての取組方に関しては対象を絞る必要がある。本日の議論を踏まえ､リーダー・遠城委員・事務局により、メッセージング基盤フレームワークの原案を準備する｡
・事務局作成の「当TF本年2012度の計画、進捗状況、成果」の一覧を、リーダーが資料（MSG 2012-4-05-1）により紹介した。
４－４．次回会議の予定　
・上記４－３の協議を受け、下記の会議開催日を合意した。　

・第５回TF 全体会議
　2013年１月 29日（火）　14:00～17:00
　
配布資料 一覧：　
　
MSG 2012-4-01　 第4回メッセージング基盤TF議事次第

MSG 2012-4-02　 第3回メッセージング基盤TF議事録
MSG 2012-4-03   AFACT技術手法委員会報告
MSG 2012-4-04　 SOA Framework Design Guide
MSG 2012-4-05-1メッセージング基盤TF進捗概要

MSG 2012-4-05-2活動計画たたき台[全体会意見＋運営委員]

MSG 2012-4-05-3全体会［11月６日］で出た意見　
MSG 2012-4-参考（１）各種ガイドラインの表紙と目次

MSG 2012-4-参考（２）Mail_Service_Korea
MSG 2012-4-参考（３）信頼性データ交換プロジェクト提案
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